【国税庁長官賞】
税金がつくる支え合いの社会
　　　　 

新潟市立黒埼中学校　
　　２年　白崎　海 
「障害者だから。」
　この言葉を聞いたとき、私は胸が苦しくなりました。
　私には中学一年生の弟がいます。弟はＡＤＨＤがあり、特別支援学級で学校生活を送っています。弟は明るく、優しい性格で、好きなことには一生懸命取り組むことができる人です。しかし、周りから「障害者だから」と言われ、傷ついたことがありました。家に帰ってきた弟は、一人で泣いていました。いつもは話をしてくれる弟が、元気をなくし、つらそうにしている姿を見て、私はとても悲しくなりました。私は何か声をかけてあげたいと思いました。しかし、どんな言葉をかければいいのか分からず、結局何もできませんでした。そのときの自分の無力さや、弟の姿は今でも忘れません。そのとき私は、「弟はただ、自分に合った支援を受けながら学校生活を送っているだけなのに、どうして傷つけられなければいけないのだろう」と思いました。そして、弟が安心して学校生活を送るためには、本人や家族の努力だけではなく、周りの人の理解や社会全体の支えが必要なのだと感じました。
　以前の私は、税金について深く考えたことがありませんでした。税金は大人が納めるもの、道路や建物をつくるためのお金というイメージしかありませんでした。しかし、弟のことをきっかけに、支援を必要としている人を社会全体で支える仕組みについて考えるようになりました。そして学校で税について学び、税金は道路や建物をつくるだけではなく、医療や福祉、教育など、私たちの生活を支えるためにも使われていることを知りました。弟が特別支援学級で学び、自分に合った支援を受けながら学校生活を送れることも、社会の支えがあるからです。その支えの一つが税金なのだと気づきました。
　税金は、困っている人だけのお金ではありません。誰もが安心して生活し、自分らしく成長していくために必要な社会の仕組みを支えています。障害のある人、高齢者、病気の人など、多くの人が税金による支えを受けながら暮らしています。しかし、本当に支え合える社会をつくるためには、制度だけではなく、人の気持ちも大切です。相手の違いを理解し、認め合うことができれば、弟のように傷つく人を減らすことができると思います。
　将来、私も税金を納める立場になります。そのときは、税金はただ払うものだと思うのではなく、弟のように支援を必要としている人たちの安心や笑顔につながっている大切なお金だと考えながら納めていきたいです。そして、障害がある人もない人も、お互いを認め合い、誰もが自分らしく暮らせる社会をつくる一人になりたいです。弟の経験を通して学んだ、支え合うことの大切さを忘れずにいたいと思います。税金は、誰もが安心して暮らせる社会を支える仕組みだと思います。
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